
２
０
１
９
年
度
松
が
丘
片
山

町
会
総
会
が
4
月
25
日
（
木
）
、

片
山
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
40
名
が
出
席
。
冒

頭
、
山
田
晃
会
長
が
挨
拶
し
、

「
町
会
長
代
行
1
年
、
町
会
長

3
期
6
年
合
計
7
年
、
町
会
長

の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
幸
い
こ
の
間
、
役
員
、

氏
子
会
、
長
寿
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
、
青
年
部
を
は
じ
め
と
す

る
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
町
会
の
主
行
事
で
あ
る
、

盆
踊
り
、
福
祉
餅
つ
き
大
会
等

も
年
々
参
加
人
数
が
増
え
、
２

年
に
一
度
の
松
が
丘
北
野
神
社

の
例
大
祭
も
盛
大
に
そ
し
て
事

故
な
く
開
催
で
き
た
こ
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
昨
年
度

は
、
町
内
に
お
住
い
の
皆
さ
ん

の
安
全
・
安
心
を
担
保
す
る
た

め
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
北
口
商

店
会
と
協
力
し
て
、
こ
の
町
内

に
１
５
台
設
置
で
き
た
こ
と
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
」

と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

続
い
て
２
０
１
８
年
度
の
活

動
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
２
０
１
９
年
度
活
動

計
画
案
、
同
予
算
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
備
品
予
算
と

し
て
、
会
館
内
の
老
朽
化
し
た

エ
ア
コ
ン
買
い
替
え
、
座
椅
子

の
追
加
購
入
費
用
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
旨
が
説
明
さ
れ
、
原
案

通
り
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
子
ど
も
会
２
０
１

８
年
度
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

２
０
１
９
年
度
予
算
案
が
説
明
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3
月
9
日
（
日
）

野
方
防
火
防
災
協

会
主
催
の
第
２
回

町
会
・
自
治
会
レ

ス
キ
ュ
ー
大
会
が

白
鷺
せ
せ
ら
ぎ
公

園
多
目
的
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
東

日
本
大
震
災
の
教

訓
を
日
常
の
生
活

に
い
か
し
、
防
災

意
識
向
上
の
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

競
技
内
容
は
、

3
人
一
組
の
チ
ー

ム
が
、
防
災
道
具
の
名
前
当
て

ク
イ
ズ
→
倒
壊
物
を
ジ
ャ
ッ
キ

で
持
ち
上
げ
て
の
救
出
作
業
→

三
角
巾
に
よ
る
負
傷
者
の
手
当

→
担
架
に
よ
る
搬
送
→
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
に
よ
る
消
火
活
動
と

い
う
、
一
連
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活

動
を
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
形
式

で
競
争
す
る
と
い
う
も
の
。

人
工
芝
の
広
い
敷
地
で
運
動

距
離
が
延
び
た
上
に
、
参
加
チ
ー

ム
も
増
え
る
中
、
我
が
町
会
は

3
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
32
チ
ー

ム
中
Ａ
チ
ー
ム
が
5
位
、
Ｂ
チ
ー

ム
が
9
位
、
Ｃ
チ
ー
ム
22
位
と
、

大
健
闘
し
ま
し
た
。

◇
２
０
１
９
年

（
す
で
に
終
了
し
た
4
～
6
月

の
行
事
は
除
き
ま
す
）

◆
７
月

7
日

北
野
神
社
境
内
大
掃
除

21
日
～
30
日

ラ
ジ
オ
体
操

27
日

盆
踊
り
練
習
1
回
目

30
日

盆
踊
り
練
習
2
回
目

◆
８
月

2
・
3
日

盆
踊
り
大
会

18
日

親
子
落
語

25
日

カ
レ
ー
大
会

◆
９
月

21
日
～
30
日

秋
の
交
通
安
全
運
動

28
・
29
日

松
が
丘
北
野
神
社
例
大
祭

◆
10
月

19
日

町
会
日
帰
り
旅
行

◆
11
月

3
日初

期
消
火
機
器
操
法
大
会

10
日

消
火
器
点
検

10
日

落
語
会

◆
12
月

8
日

会
館
・
神
社
大
掃
除

21
日
～
29
日

歳
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

◇
令
和
２
年

◆
１
月

13
日新

年
福
祉
も
ち
つ
き
大
会

26
日

町
会
新
年
会

◆
２
月

2
日

文
化
部
行
事

16
日

人
形
劇
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松が丘片山町会で

は住んでいる人々が

お互いに挨拶し合う、

安全で安心なまちづくりを目指して、さまざまな活動を

行っています。現在町会に加入されているのは、松が丘地

区3002世帯の40％弱です。ぜひ町会に加入して、松が丘片山

ふるさとライフをお楽しみください。町会費はご家族単位で月額200円です。

お問い合わせは町会長、山田晃（℡03－3386-2956）まで。

松が丘片山町会で

は住んでいる人々が

お互いに挨拶し合う、

安全で安心なまちづくりを目指して、さまざまな活動を

行っています。現在町会に加入されているのは、松が丘地

区3002世帯の40％弱です。ぜひ町会に加入して、松が丘片山

ふるさとライフをお楽しみください。町会費はご家族単位で月額200円です。

お問い合わせは町会長、山田晃（℡03－3386-2956）まで。

新規町会員を募集中です新規町会員を募集中です

第2回町会対抗レスキュー大会出場第2回町会対抗レスキュー大会出場



さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
会
会
則
の
一
部
改

正
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結

果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
概
要
は
、
第
３
章
会

員
の
第
５
条
の
文
言
の
一
部
を

分
か
り
や
す
く
修
正
、
ま
た
細

則
に
「
賛
助
会
員
」
の
項
目
を

設
け
た
ほ
か
、
「
会
館
及
び
町

会
所
有
物
の
使
用
料
」
の
項
目

の
追
加
な
ど
で
す
。
（
町
会
会

則
全
文
は
町
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
。

最
後
に
、
熊
澤
選
考
委
員
会

委
員
長
よ
り
、
町
会
長
に
山
田

晃
さ
ん
の
継
続
、
監
査
役
に
小

山
稠
則
さ
ん
、
一
樹
和
彦
さ
ん

の
継
続
で
お
願
い
し
た
い
旨
、

報
告
が
な
さ
れ
、
総
会
に
諮
ら

れ
た
結
果
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
、
山
田
町

会
長
よ
り
、
副
会
長
に
1
名
を

追
認
し
て
6
名
体
制
に
、
総
務

と
会
計
に
そ
れ
ぞ
れ
新
任
を
1

名
配
す
る
新
人
事
が
諮
ら
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
承
認
さ
れ
た
役
員
は

次
の
通
り
で
す
（
※
は
新
任
）
。

◆

◆

会
長

山
田
晃

副
会
長

城
所
清
二

松
島
信
一
郎

山
下
圭
一

興
梠
与
利
子

米
山
ゆ
う

平
柳
和
子
※

総
務

塚
本
謹
一

長
谷
川
満
成
※

会
計

白
畑
春
美

飯
畑
ミ
イ
子
※

会
計
監
査

小
山
稠
則

一
樹
和
彦

顧
問

熊
澤
明

相
談
役

古
屋
利
一

久
保
田
巌

松
が
丘
片
山
町
会
役
員
・
新

部
長
班
長
顔
合
わ
せ
の
会
が
連

休
の
最
終
日
5
月
6
日
（
月
）
、

片
山
会
館
で
1
部
、
2
部
に
分

か
れ
、
計
59
名
が
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

山
田
会
長
よ
り
、
冒
頭
「
新

年
度
か
ら
2
年
間
町
会
長
を
引

き
続
き
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は

中
野
区
を
は
じ
め
と
し
た
行
政

も
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
地

域
の
安
心
・
安
全
を
維
持
す
る

た
め
に
町
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
こ
の
町
会
の
会
員
数
は
１

１
１
８
世
帯
で
地
域
の
居
住
世

帯
３
０
０
２
世
帯
の
40
％
弱
で

あ
り
、
地
域
全
体
を
見
守
る
の

は
難
し
い
現
状
で
す
が
、
努
力

し
、
住
ん
で
居
ら
れ
る
皆
様
に

安
全
・
安
心
な
ふ
る
さ
と
ラ
イ

フ
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
会
の

活
動
は
役
員
の
皆
さ
ん
を
含
め

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
の
で
、

で
き
る
範
囲
で
、
楽
し
ん
で
行

事
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
抱
負
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
役
員
と
各
地
区
担
当

役
員
が
紹
介
さ
れ
た
の
に
続
き
、

事
業
部
長
の
興
梠
敬
二
（
防
犯

部
）
、
八
鍬
吉
男
（
防
火
部
）
、

佐
藤
寛
（
防
災
部
）
、
中
村
昭

男
（
交
通
部
）
、
興
梠
与
利
子

（
広
報
部
）
、
冨
井
裕
子
（
福

祉
厚
生
部
）
、
斉
藤
嘉
雅
（
緑

化
環
境
部
）
、
梅
原
裕
之
（
文

化
部
）
、
杉
本
恵
美
子
（
婦
人

部
）
、
松
島
信
一
郎
（
青
年
部
）

の
10
名
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
町
会
費
の
集
金
を

は
じ
め
、
部
長
さ
ん
、
班
長
さ

ん
に
お
願
い
し
た
い
事
柄
や
、

新
年
度
の
主
な
行
事
予
定
な
ど

に
つ
い
て
担
当
役
員
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
会
会
則
の
一
部
改

正
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結

果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
概
要
は
、
第
３
章
会

員
の
第
５
条
の
文
言
の
一
部
を

分
か
り
や
す
く
修
正
、
ま
た
細

則
に
「
賛
助
会
員
」
の
項
目
を

設
け
た
ほ
か
、
「
会
館
及
び
町

会
所
有
物
の
使
用
料
」
の
項
目

の
追
加
な
ど
で
す
。
（
町
会
会

則
全
文
は
町
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
。

最
後
に
、
熊
澤
選
考
委
員
会

委
員
長
よ
り
、
町
会
長
に
山
田

晃
さ
ん
の
継
続
、
監
査
役
に
小

山
稠
則
さ
ん
、
一
樹
和
彦
さ
ん

の
継
続
で
お
願
い
し
た
い
旨
、

報
告
が
な
さ
れ
、
総
会
に
諮
ら

れ
た
結
果
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
、
山
田
町

会
長
よ
り
、
副
会
長
に
1
名
を

追
認
し
て
6
名
体
制
に
、
総
務

と
会
計
に
そ
れ
ぞ
れ
新
任
を
1

名
配
す
る
新
人
事
が
諮
ら
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
承
認
さ
れ
た
役
員
は

次
の
通
り
で
す
（
※
は
新
任
）
。

◆

◆

会
長

山
田
晃

副
会
長

城
所
清
二

松
島
信
一
郎

山
下
圭
一

興
梠
与
利
子

米
山
ゆ
う

平
柳
和
子
※

総
務

塚
本
謹
一

長
谷
川
満
成
※

会
計

白
畑
春
美

飯
畑
ミ
イ
子
※

会
計
監
査

小
山
稠
則

一
樹
和
彦

顧
問

熊
澤
明

相
談
役

古
屋
利
一

久
保
田
巌

松
が
丘
片
山
町
会
役
員
・
新

部
長
班
長
顔
合
わ
せ
の
会
が
連

休
の
最
終
日
5
月
6
日
（
月
）
、

片
山
会
館
で
1
部
、
2
部
に
分

か
れ
、
計
59
名
が
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

山
田
会
長
よ
り
、
冒
頭
「
新

年
度
か
ら
2
年
間
町
会
長
を
引

き
続
き
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は

中
野
区
を
は
じ
め
と
し
た
行
政

も
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
地

域
の
安
心
・
安
全
を
維
持
す
る

た
め
に
町
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
こ
の
町
会
の
会
員
数
は
１

１
１
８
世
帯
で
地
域
の
居
住
世

帯
３
０
０
２
世
帯
の
40
％
弱
で

あ
り
、
地
域
全
体
を
見
守
る
の

は
難
し
い
現
状
で
す
が
、
努
力

し
、
住
ん
で
居
ら
れ
る
皆
様
に

安
全
・
安
心
な
ふ
る
さ
と
ラ
イ

フ
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
会
の

活
動
は
役
員
の
皆
さ
ん
を
含
め

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
の
で
、

で
き
る
範
囲
で
、
楽
し
ん
で
行

事
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
抱
負
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
役
員
と
各
地
区
担
当

役
員
が
紹
介
さ
れ
た
の
に
続
き
、

事
業
部
長
の
興
梠
敬
二
（
防
犯

部
）
、
八
鍬
吉
男
（
防
火
部
）
、

佐
藤
寛
（
防
災
部
）
、
中
村
昭

男
（
交
通
部
）
、
興
梠
与
利
子

（
広
報
部
）
、
冨
井
裕
子
（
福

祉
厚
生
部
）
、
斉
藤
嘉
雅
（
緑

化
環
境
部
）
、
梅
原
裕
之
（
文

化
部
）
、
杉
本
恵
美
子
（
婦
人

部
）
、
松
島
信
一
郎
（
青
年
部
）

の
10
名
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
町
会
費
の
集
金
を

は
じ
め
、
部
長
さ
ん
、
班
長
さ

ん
に
お
願
い
し
た
い
事
柄
や
、

新
年
度
の
主
な
行
事
予
定
な
ど

に
つ
い
て
担
当
役
員
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
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役
員
・
部
長
・
班
長
顔
合
わ
せ
会

役
員
・
部
長
・
班
長
顔
合
わ
せ
会

【
首
都
直
下
型
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
よ
う
ー
】
と
、
６

月
9
日
（
日
）
、
片
山
会
館
と

そ
の
周
辺
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

中
野
区
危
機
管
理
課
地
域
防

災
係
、
野
方
消
防
署
、
野
方
消

防
署
江
古
田
出
張
所
、
野
方
消

防
団
第
三
分
団
な
ど
、
多
く
の

関
連
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

当
町
会
員
の
み
な
ら
ず
近
隣
の

町
会
の
方
も
ご
参
集
い
た
だ
き
、

昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
参
加
人
数

を
増
や
し
総
勢
76
名
で
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
防
災
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
銘
打
ち
、
時
間
の
許
す

限
り
自
由
に
好
き
な
防
災
演
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
中
野
区
が
導
入
し
た

新
型
起
震
車
「
グ
ラ
ッ
ト
さ
ん
」

で
、
地
震
発
生
時
の
状
況
を
疑

似
体
験
で
き
る
起
震
車
体
験
、

消
火
栓
の
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋
を
開
け
て
ど
の
よ
う
な
操
作

で
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
取
り
付

け
る

の
か

を
学

ん
だ

り
、

ス
タ

ン
ド

パ
イ

プ
を

使
っ
て
の
放
水
演
習
、
災
害
現

場
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー

ド
に
対
応
し
た
防
災
機
材
を
指

さ
し
選
ん
だ
理
由
を
解
答
す
る

防
災
ク
イ
ズ
や
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

を
使
っ
て
の
模
擬
救
出
、
ダ
ミ
ー

人
形
を
使
っ
て
の
急
病
人
に
対

す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
演
習
な
ど
が

体
験
で
き
ま
す
。

各
演
習
コ
ー
ナ
ー
で
押
し
て

も
ら
う
ス
タ
ン
プ
を
3
つ
以
上

集
め
る
と
、
防
災
食
バ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
で
防
災
食
器
を
作

り
、
防
災
食
を
自
由
を
食
べ
る

事
も
で
き
ま
す
。

東
京
ガ
ス
か
ら
は
、
災
害
時

の
ガ
ス
や
電
気
の
対
応
を
学
べ

る
ブ
ー
ス
も
出
展
い
た
だ
け
ま

し
た
。

訓
練
を
終
え
た
参
加
者
に
は
、

五
目
ア
ル
フ
ァ
化
米
と
災
害
時

に
役
立
つ
食
品
用
ラ
ッ
プ
が
も

れ
な
く
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
前
線
の
影
響
で
天
候
が

不
安
定
な
中
で
し
た
が
、
多
く

の
方
が
参
加
し
、
災
害
時
へ
の

備
え
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

【
首
都
直
下
型
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
よ
う
ー
】
と
、
６

月
9
日
（
日
）
、
片
山
会
館
と

そ
の
周
辺
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

中
野
区
危
機
管
理
課
地
域
防

災
係
、
野
方
消
防
署
、
野
方
消

防
署
江
古
田
出
張
所
、
野
方
消

防
団
第
三
分
団
な
ど
、
多
く
の

関
連
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

当
町
会
員
の
み
な
ら
ず
近
隣
の

町
会
の
方
も
ご
参
集
い
た
だ
き
、

昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
参
加
人
数

を
増
や
し
総
勢
76
名
で
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
防
災
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
銘
打
ち
、
時
間
の
許
す

限
り
自
由
に
好
き
な
防
災
演
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
中
野
区
が
導
入
し
た

新
型
起
震
車
「
グ
ラ
ッ
ト
さ
ん
」

で
、
地
震
発
生
時
の
状
況
を
疑

似
体
験
で
き
る
起
震
車
体
験
、

消
火
栓
の
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋
を
開
け
て
ど
の
よ
う
な
操
作

で
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
取
り
付

け
る

の
か

を
学

ん
だ

り
、

ス
タ

ン
ド

パ
イ

プ
を

使
っ
て
の
放
水
演
習
、
災
害
現

場
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー

ド
に
対
応
し
た
防
災
機
材
を
指

さ
し
選
ん
だ
理
由
を
解
答
す
る

防
災
ク
イ
ズ
や
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

を
使
っ
て
の
模
擬
救
出
、
ダ
ミ
ー

人
形
を
使
っ
て
の
急
病
人
に
対

す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
演
習
な
ど
が

体
験
で
き
ま
す
。

各
演
習
コ
ー
ナ
ー
で
押
し
て

も
ら
う
ス
タ
ン
プ
を
3
つ
以
上

集
め
る
と
、
防
災
食
バ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
で
防
災
食
器
を
作

り
、
防
災
食
を
自
由
を
食
べ
る

事
も
で
き
ま
す
。

東
京
ガ
ス
か
ら
は
、
災
害
時

の
ガ
ス
や
電
気
の
対
応
を
学
べ

る
ブ
ー
ス
も
出
展
い
た
だ
け
ま

し
た
。

訓
練
を
終
え
た
参
加
者
に
は
、

五
目
ア
ル
フ
ァ
化
米
と
災
害
時

に
役
立
つ
食
品
用
ラ
ッ
プ
が
も

れ
な
く
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
前
線
の
影
響
で
天
候
が

不
安
定
な
中
で
し
た
が
、
多
く

の
方
が
参
加
し
、
災
害
時
へ
の

備
え
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
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首
都
直
下
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地
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に
備
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防
災
訓
練

首
都
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下
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地
震
に
備
え
防
災
訓
練


